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ドイツの 若い 物理学者の L というの がせんだ つて 日 

本へ 遊びに 来て いた。 数年 前に も 一度 来た ことがある 

ので だいぶ 日本 通に なって いる。 浮世絵な ども ぼつ ぼ 

つ 買い込んで 行った ようで ある。 この ドイツ人が ある 

日 俳句 を 作った と 言つ て 友 だち の 日本人に 自慢 をした。 

それ は 

鎌 倉に 鶴が たくさん おりました 

というの である。 なるほど ちゃんと 五、 七、 五の 音 数 

律に は 適合して いる。 いわれ を 聞いて みると、 「昔 頼 



する われわれの 説明が 要求され るので ある。 こ 

の 1 一 1ぁ日メ 

はそう そう 簡単に はでき な いであろう。 

以上の 笑話 はまた 一 方で 大多数の 外国人が わが 俳句 

という もの を どういう ふうに、 どの 程度に 理解して い 

るかと いう こと を 研究す る 場合に 一 つの 資料と なる も 

ので あろうと 思われる。 

二 

近刊の 雑誌 「東 炎」 に 志 田素楓 氏が、 芭蕉の 古池の 

句の 外国語 訳 を 多数に 収集 紹介して いる。 これ ははな 



偶然に 過ぎな いであろう。 

一 流の 俳人で 同時に 一 流の 外国語 学者で ない 限り、 

俳句の 翻訳に は 手 を 下さない ほうが 安全であろう。 

(昭和 八 年 十 一 月、 渋柿) 

よもた せんだ ぎちょう 

故 坂 本 四方 太 氏と は 夏 目先 生の 千駄木 町の 家で 時々 

同席した ことがあり、 また 当時の 「文章 会」 でも 始終 

顔を合わせて はいたが、 一 度 も その 寓居 をたず ねた こ 

とはなかった。 それ にもかかわらず 自分 は 同氏の 住み 



して 強制的に せんたく を 執行され た 上で 返して くれた 

ことがあった。 その ネルの 襟 巻と 四方 太 氏の 玉子 色の 

上等の 襟 巻との 対照 もお かしい ものの 一 つで はあった 

力 もし.^ な レ 

夏 目先 生 は 四方 太 氏 のき ちんと した 日常 を うら やま 

しく 思う おり もあった かもしれ ない と 思う。 先生 はき 

ちんと した 事が 好きであった にか かわらず きちんとし 

うるた めに は あまりに 暖かい 心臓の 持ち主で あつたか 

もしれ ない と 思う からで ある。 自分 は 四方 太 氏に もや 

さしい 親しみ を 感ずる こと はでき たが、 しかし あまり 

にき ちんと して 近よ リ難 いような 気 もした のであった。 



今日に なって 漱石 四方 太 一 一人の 俳句 や 文章 を 並べ てみ 

て も、 この 対照が 実に はっき リ 見える ような 気がする 

の は あながち 自分ば かりで はない かもしれ ない。 

去年の 夏で あつたか、 ある 朝 玄関へ だれか 来たよう 

だと 思って いると、 女中が 出ての 取り次ぎ によると 「俳 

句 をお やりになる A さんと いうかた が お見えにな リま 

した」 というの である。 聞いた ことのない 名前で ある _ 

出て 見る とま だ 若い 学生の ような 人で あるが、 無帽の 



した。 すると 今度 はふろ しきの 中から 一 冊の 仮り とじ 

の 小さな 句集の ような もの を 取り出して 自分の 前に 置 

いた。 手に 取って 見る とそれ は 知名の 某 俳人の 句集で 

あつたが、 その 青年の いうと ころに よると、 その 俳人 

が この 人の ために もし 何 かの たしになる ならと 言って 

若干 冊 だけ 恵与され たもの だそう である。 しかし それ 

を どう すれば よいの かわからなかった ので、 はなはだ 

露骨で はあった が 「これ を 私に 買えと おっしゃ るので 

すか」 と 聞いて みたら、 やはり 究極のと ころ はそう で 

あつたの である。 

こういう 些細な ザ J とも 昭和 俳諧 史 のど こかの ぺ— ジ 



ひょうせ つ 

昔、 ラスキンが 人から 剽窃 呼ばわり をされ たのに 

答えて、 独創と いう こと も、 結局 はありつ たけの 古い 

ものから うまい 汁 を 吸って 自分の 栄養に してからの 仕 

事 だと いうよう な 意味の こと を 言った。 

いちのう ちゅう 

蕪 村 は 「諸 流 を 尽くし これ を ー囊 中に たくわえ 自 

ら よく その物 を えらび 用に したが つ ていだ す」 と 言つ 

ている そうで ある。 つまり 同じ こと を 言って いるら し 

い。 こんな 例 を あげれば いくらでも 出て くるであろう _ 

あまりに わか リ切 つたこと だからで ある。 

しかし 自分が 平生 不思議に 思う こと は、 昔で も 今で 

も 俳人の 世界で はいろ いろの 党派の ような ものが でき 



わせる と 「ただ、 言った だけで はない か」 というので 

あった。 

そのころ より 少し 前に、 父 は 陸軍の 同僚 数名と 連句 

の 会 を やって いた ことがある。 その 同僚 中に 一人 宗匠 

格の 人が あって それが 指導者に なって いたらし い。 そ 

の 宗匠が 「扇 開けば 薄墨の 月」 という 付け 句 をした の 

を、 さすが 宗匠 はうまい と 言つ てひどく 感心して いた 

こと を 思い出す ので ある。 前 句 は 何で あつたか 忘れて 

しまった。 

「赤い 椿 白い 椿と 落ちに けり」 (碧 梧桐) でも 父の 説に 

従えば なるほど 「言うた だけ」 である。 しかし この 句 



昔 漱石虚 子に よって 試みられた 「俳 体 詩」 という も 

の は、 そういう ものの 無意識な 萌芽 のよう な もので 

あつたかと 思われる。 しかし まだ 芸術 映画の 理論な ど 

の 問題に ならない 時代に おける 最初の 試みで あつたか 

ら、 今から 見る とそうい う 見地から は 幼稚な もので 

あつたか もしれ ない。 

自分の ここで 映画 的 連句と いうの は 一 定の スト— 

リ ー に 基づいた シナリオ 的な 連句の つもりで ある。 し 

かし シナリオ 的な 叙事詩と はだい ぶちが うつ もりで あ 

さ き ら 

る。 一 方で は 季題 や 去り 嫌い や 打ち 越しな どに 関する 

連句 的 制約 を ある 程 S まで 導入して 進行の 沈滞 を 防ぎ 



に は 思われな いからで ある。 

友人の 話で あるが、 ある 俳人で 長い 病の 後に 死が 

迫った ときに 聖書と 句集と を 胸の 上に おいて 死んで 

行った 人が あるそう である。 「宗教 だけで は、 どうも 

さびしかった らしい」 と 友人が 付け加えて 話した。 

(昭和 九 年 三月、 俳句 研究) 
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